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濱 田穣,川 本芳(ゲ ノム多様性分野),平 崎鋭矢,田 中洋之(ゲ ノム多様性分野),加 賀谷美幸
ラオス ・タイ ・ミャンマーで各国研究者 との共 同研究体制のもとに、巡回聞き取 り・観察調査 によるマカクの分
布 ・形態多様性 ・生息実態データとサンプ リングを行った。ラオスではアッタピュー県とチャンパーサ ック県で調
査 し、アッサムモ ンキーの分布南限およびアカゲザルのメコン河西岸における分布を見いだ した。タイでは南部で
特にキタ ・ミナ ミ両種ブタオザルの分布 と形態学的調査を行い、従来いわれていた北緯8-9度のスラタニークラビ
問(ク ローンマールイ断層)が 両種の分布境界ではなく、境界域で入 り組み、同所性に分布 してい る地域 も見いだ
され た。 また、北部でアッサムモ ンキーの捕獲調査によ り、形態学的・遺伝学的資料を収集 した。 ミャンマーでは
西部 ラカイ ン山地地域お よび中部で分布調査を行い、ラカイ ン山地高緯度地域(西 部)で はキタブタオザルやベニ
ガオザル は見いだ されず、アッサムモ ンキー と緯度的に棲み分けを行っているらしいことを見いだ した。
B)アカゲザル とニホンザルの交雑個体の形態学的検討
濱 田穣,毛 利俊雄,川 本芳(ゲ ノム多様性分野),加 賀谷美幸
千葉県房総半島地域 に発生 しているアカゲザル とニホンザル の交雑に関して、形態学的調査、特に尾長 ・体毛パ
ターン ・体色パ ター ンに関す る比較分析 を行った。ひ じょうにさま ざまな組み合わせの交雑が見 られ、かな り長い
間にわたって交雑 しているらしい。
C)マカクとチ ンパ ンジーの成長 ・加齢変化研究
濱 田穣,鈴 木樹理(人 類進化モデル研究セ ンター),平崎鋭矢
思春期 から身体成熟まで、および加齢 に伴 う身体変化に関する資料を縦断的 ・横断的に収集 した。胴長は14才
ごろまでわず かずつではあるが増大 し、それから減少 し、20才以降減少速度 を増す。他の長 さサイズでは有意な
減少 は見 られ ない。マカクでは椎骨の骨端癒合が15-20才と、ひ じょうに遅いこと、そ して椎体問間隔の短縮や変




霊長類の足内筋の解剖 ・観察を行い、骨問筋の配置か ら足の機能軸の位置を推定する試み を継続中である。これ
までに、ゴリラ、ボノボにおいては背側骨問筋が第2趾 周 りに配置 されてお り機能軸がヒ トと同様に第2趾 上にあ
ると推定 され る一方で、マカク類や クモザル では機能軸が第3趾 に存在す ることがわかっている。23年度 は、チ
ンパ ンジーについて調査を行い、チンパンジーでは種 内変異が大き く、2頭ではヒ トと同様に、背側骨問筋が第2
趾周 りに配置 されているが、他の2頭 ではマカク類 と同様 に機能軸が第3趾 にあることが示唆 された。今後 も継続
して観察例を増やす必要がある。
E)ニホンザル のロコモーシ ョンに関す る実験的研究
平崎鋭矢,濱 田穣,鈴 木樹理(人 類進化モデル研究センター),早川清治(国 際共同先端研究セ ンター)
霊長類が二足および四足で歩 く際に、身体各運動分節がそれぞれ どのように動 き、互いに協調す るのかを明 らか
にす ることを 目的 とし、ニホンザル歩行 の運動学的分析を継続 中である。23年度には新たに2歳 の個体 を導入 し
馴化 を行った。まず は実験者お よび実験室に対す る被験体の馴化か ら始め、床上での二足お よび四足歩行モデル、
トレッドミル上での二足歩行モデル を確立 し、次に四足歩行 中の四肢の動 きについての予備的なデータを収集 した。
F)東南アジアのマカクのロコモーシ ョンに関す る運動学的研究
平崎鋭矢,濱 田穣
これまで主 として実験室内で行われてきた霊長類 ロコモーシ ョンの運動学的分析 をフィール ドに拡張す る試み
を継続中である。23年度 は、22年度 に収集 した東南アジアの半野性マカク(ア ッサムモンキー、カニクイザル、
お よびベニガオザル)の ロコモーションの映像 を分析 した。その結果、アッサムモ ンキーはニホンザルに比べ、歩
行時に肩関節 を大きくprotractionし、股 関節 を大きく伸展 させ ること、足の運び順に変異が大きいこと、掌行性 ・
蹴行性の歩行 をよく行 うことな どが判明 した。またべニガオザルでは、肩 甲骨 の歩行への寄与が他の2種 よ り大 き







類人猿や ヒ トの扁平胸郭の起源や適応 的意義 を明らかにす ることを 目的に、胸郭の形態分析 を行 ってい る。本年
度は、11種の霊長類の肋骨の頭頚部の長幅示数や肋骨頚部の角度、湾 曲示数、腸肋筋粗面部の相対長 などの分析 を
開始 した。特に第二肋骨 は、その湾 曲示数が扁平胸郭 の指標にも利用 されるが、クモザル、ウー リーモ ンキーやテ
ングザル といった大型の樹上性サルの示数値は大型類人猿のものと重複 していた。
1)マカク属の前肢帯骨格 ・上腕骨頭形態の種 間差 と位置的行動
加賀谷美幸,濱 田穣
マカク属は多様 な種を含み、種 によって利用する支持基体や位置的行動 の傾 向が異なる。マカク属10種の肩 甲
骨、鎖骨、上腕骨近位部の計測値 を分析 し、種による特徴が見いだせ るかどうか、検討 した。結果 、種問変異が種
内変異 と比べて顕著でなく、マカク属の体肢骨形態は基本的には互いによく似ていることが示 された。ただ し、ベ
ニガオザルの上腕骨頭は相対的に狭いことが、上腕骨頭の矢状径、結節部 の幅、肩甲骨関節窩の幅 との比較か ら示
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藤 田 尚,橋 本 裕 子,川 久 保 善 智,大 野 憲 五,庄 田 慎 矢,鈴 木 隆 雄(2011)韓 半 島 出 土 人 骨 か ら 農 耕 の 伝 播 ・受
容 を 考 察 す る.第65回 日本 人 類 学 会 大 会(2011/ll/04-06,那覇 市).
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1)平 崎鋭矢(2011/05)二足サルの骨格,歩 行,脳.第26回 日本人類学会進化人類分科会シンポジウム.京都市.
ゲノム多様性分野
<研 究概 要>
A)染色体端部ヘテ ロクロマチ ンの実態解 明
古賀章彦,原 暢,平 井啓久(遺 伝子情報分野),平井百合子(遺 伝子情報分野)
チンパンジーの染色体の端部には、大規模 なヘテ ロクロマチンがある。これに相 当す る構造物 は、ヒ トにはみ ら
れない。共通祖先か ら分岐 した後、ヒ トのほ うの系列で これが消失 したことを、前年の研究で示 した。この消失が
ヒ トの進化の原因または結果であることは、可能性 として考え られ るため、消失の機構 を解 明することを長期的に
目指 している。1つ の方法は、このヘテ ロクロマチンの痕跡 としての塩基配列をヒ トで見つけ出 し、その構造を解
析することである。もう1つ のアプローチ として、同じヒ ト上科のテナガザル科にみ られ る同様の現象 を調べてい
る。
フクロテナガザル(5ン〃4フ乃α1αηgz∫88アη4αcζレ1z∫8)には染色体端部に大規模 なヘテ ロクルマチンがあ り、シロテテナ
ガザル(角 ノ10わα'θ31αア)はこれをもたない。チンパ ンジー とヒトとの関係 に対応する。最初 の段階 として、フクロ
テナガザルのヘテロクロマチンの実態解 明を目指 した。この2種 での量の差 を利用 してクロー ンを特定する実験 を
行い、 クローンが得 られた。その塩基配列の解析 から、アル ファサテライ トDNAであることが判明 した。アル フ
ァサテ ライ トDNAは、霊長類のテ ロメアの主成分 となっているテヘ ロクロマチンである。 これがテロメアの領域
で大規模 に増幅 しているとい う結論に至った。原著論文 として投稿 し、改訂版が現在審査中である。
B)レ トロ トランスポゾンのゲノムへの影響
古賀章彦,原 暢,平 井啓久(遺 伝子情報分野),平井百合子(遺 伝子情報分野),IJahan(遺伝子情報分野)
SVA因子 とよばれ るレ トロ トランスポゾンは、ヒ ト上科の共通祖先で生 じた と考えられている複合型因子である。
ヒ トで遺伝子の領域に入 って病気の原因になるな ど、現在で も転移活性 を保持 している。この因子のゲノムへの影
響に関する研究 を行った。
この因子は3つ の領域か らな り、内部のVNTR(variablenumberoftandemrepeat)とよばれる領域は、30-50bp
の単位が縦列に連なった反復配列である。 この領域の長 さは、コピー ごとに異なる。 ヒ トでは平均は約0.8kb、最
大は約2.7kbであることがわかっている。フー ロックテナガザル(Hooloo肋oolocん)のゲノムでのこの因子の様態
を調べ、ヒトと同様のコピーに加えて長 さが40kbを超 えるVNTR領域が多数存在す ることを見出 した。この長い
VNTR領域はセ ン トロメアにあ り、テヘロクロマチ ンを形成 していると考 えられる。す なわち今回の発見は、 トラ
ンスポゾンが新規のテヘ ロクロマチンを大量に供給する現象である。 ヒ トのゲノムに もSVA因 子は多数存在す る
ことから、ヒ トで も同様の現象が起こる可能性はあると考えられ る。原著論文として投稿 し、改訂版 が現在審査中
である。
C)ニホンザルの集団遺伝学的研究
川本芳,川 本咲江,樋 口翔子,六 波羅聡(NPO法人サル どこネ ッ ト),鈴木義久(NPO法人サル どこネ ッ ト)
糞抽出DNAを利用 して分析 した東北地方のニホンザル個体群の孤立に関す る研究成果 を第27回日本霊長類学会
大会(犬 山市)で 発表 した。ニホンザルの野生個体群の遺伝的特徴を調査する新 しい試み として、主要組織適合遺
伝子複合体(MHC)領 域の遺伝的多様性につき、マイクロサテライ ト座位 を分析す る方法につき検討 した。考案
した方法の実用性 を評価するため、宮崎県幸 島のニホンザル とその関連個体群について分析 している。三重県のニ
ホンザル について、今年度か ら新たに共同利用研究で地域間交流 と外来種拡散のモニタ リングを目的 とする研究 を
開始 した。また、ニホ ンザルの外来種問題 について、これまでの研究成果 を含む総説を単行本の1章 として出版公
表 した。
D)マカカ属サルの系統 関係
川本芳,川 本咲江,樋 口翔子,濱 田穣(進 化形態分野),田中洋之,大 井徹(森 林総合研究所),千々岩哲((株)
ラーゴ),PWangda(ネパール農業省),MAHaf匠nan(社会進化分野),CADNahallage(SriJayawardenepura大学),
MChalise(Tribhuvan大学),蘇秀慧(台 湾國立屏東科技大學)
6月にス リランカで開催 された国際シンポジ ウムに参加 し、共同研究ですす めている トクモ ンキーの系統地理研
究の成果 を発表 した。9月 と12月 にブータンを訪 問し、農業省 と進 めてい るテ レメ トリーによるア ッサムモンキ
ーの生態調査結果を解析す るとともに、研究打ち合わせ を行 った。10月に蘇秀慧氏を招き、 日本で野生化 したタ
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